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2012 年 1 月 1 日から 2019 年 12月 31 日の間に当院において肺がんに

対する手術を受けられた方およびそのご家族の方へ 

―「高齢者肺癌手術症例に対する縦隔リンパ節郭清省略の妥当性の検討」へご協力のお願い― 

 

研究機関名 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 

 

研究責任者 呼吸器外科 重松 久之 

 

1) 研究の背景および目的 

超高齢者社会の日本では、手術を必要とする高齢者の肺がん患者さんも増えています。実際に、2018年の

胸部外科学会からの統計によれば、13.6%が 80歳以上です。 

肺がんに対する標準手術はがんがある肺の袋(肺葉；はいよう)と心臓や気管の近くにある『縦隔リンパ

節』を切除（リンパ節郭清）することです (肺癌診療ガイドライン 2022年版)。しかしながら、高齢の患

者さんにおいては個々の体力に応じて、肺やリンパ節の切除範囲を限定した手術を行うことがあります。 

肺の切除範囲の縮小については、肺の袋を切除する『肺葉切除』ではなく、気管支や血管に沿って切除す

る『区域切除』や肺をくさび型に切除する『部分切除』があります。近年では、肺の端にある 2cm以下の肺

がんに対して、区域切除を行った場合、肺葉切除よりも 5年生存率でわずかに上回るという報告がありま

す。しかしながら、リンパ節郭清の縮小については十分なデータがありません。 

肺がんの手術でリンパ節郭清の範囲を縮小することは、不整脈や肺炎などの合併症が減る可能性が期待で

きるものの、再発率が上がる可能性もあります。この研究では、これらを検証することにより、今後の高齢

の肺がん患者さんに対する手術において、適切なリンパ節郭清範囲を選択する上での、重要な情報を得るこ

とを目的としています。 

この研究は岡山大学病院の主管で行われますが、岡山大学病院だけではこれらを検証するのに十分な数が

足りないため、当院を含む多施設から同じ手術のデータを集積します。 

 

2) 研究対象者 

2012年 1月 1日～2019年 12月 31日の間に岡山大学病院および共同研究機関で肺がんに対する手術を受け

られた方のうち、手術時の年齢が 80歳以上である 290名、独立行政法人国立病院機構四国がんセンターにお

いては治療を受けられた方約 120名を研究対象とします。 

 

3) 研究期間 

  研究機関の長の許可日～2026年 3月 31日 

  情報の利用開始予定日：研究機関の長の許可日から 1週間後 

 

4) 研究方法 

2012年 1月 1日～2019年 12月 31日の間に岡山大学病院および共同研究機関で、肺がんに対する手術を受

けられた方のうち手術時の年齢が 80歳以上の方の診療情報をもとに、病状、手術の内容、術後の経過に関す

る分析を行います。一部の情報につきましては、既存の研究である『呼吸器外科手術成績の向上を目指した多

施設共同データベースの構築』で作成されたデータベースより、必要な項目のみ抽出して収集します。 

 

 



5) 使用する情報 

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名、生年月

日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報などが漏洩しないようプラ

イバシーの保護には細心の注意を払います。 

１）患者基本情報：手術時年齢、性別、既往歴、身長、体重、喫煙歴、PS、併存疾患 

２）臨床検査所見：血液検査、呼吸機能検査、画像検査所見、肺癌の臨床病期 

３）病理情報：腫瘍組織型、病理病期、リンパ節の術中迅速病理の提出の有無と診断結果、転移リンパ節、

病理学的残存病変 

４）手術情報：手術日、術式、リンパ節郭清範囲、郭清リンパ節、手術アプローチ、切除肺範囲、術中根治

性の評価、手術時間、出血量、術中トラブル、術中輸血の有無、周術期合併症、術後在院日数、術中合併

症、 術後合併症、退院日 

５）手術後の予後情報：補助療法の有無および内容、再発の有無、再発部位(再発形式)、再発確定日、再発

後治療および内容、生存情報、死因 

 

6) 外部への試料・情報の提供・共同利用の方法 

この研究に使用する情報は、以下の共同研究機関に提供させていただきます。提供の際、氏名、生年月日な

どのあなたを直ちに特定できる情報は削除し、提供させていただきます。 

  

7) 試料・情報の保存 

この研究に使用した情報は、研究の中止または研究終了後 20年間、岡山大学病院 呼吸器・乳腺内分泌外科

内及び共同研究機関で保存させていただきます。電子情報の場合はパスワード等で制御されたコンピュー 

ターに保存し、その他の情報は施錠可能な保管庫に保存します。 

 

8) 研究資金と利益相反 

この研究は特段の費用を要しないため特定の研究資金は用いません。 

この研究に関して利害関係が想定される企業等で研究責任者や分担者あるいはその家族が活動して収入を

得ているようなことはありません｡   

私たちはこの研究によって特許を得る可能性があります。ただし、その権利は岡山大学に帰属します。研究

対象者の方には帰属しません。 

 

9）研究計画書および個人情報の開示 

あなたのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、この研究計画の資

料等を閲覧または入手することができますので、お申し出ください。 

また、この研究における個人情報の開示は、あなたが希望される場合にのみ行います。あなたの同意によ

り、ご家族等（父母（親権者）、配偶者、成人の子又は兄弟姉妹等、後見人、保佐人）を交えてお知らせする

こともできます。内容についておわかりになりにくい点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ねください。 

この研究は氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できるデータをわからない形にして、学会や論文で発

表しますので、ご了解ください。 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。また、あなたの情報が研究に

使用されることについて、あなたもしくは代理人の方（ご家族の方等も拒否を申し出ることが出来る場合があ

ります。詳細については下記の連絡先にお問い合わせください。）にご了承いただけない場合には研究対象と

しませんので、下記の連絡先までお申し出ください。ただし、すでにデータが解析され、個人を特定できない

場合は情報を削除できない場合がありますので、ご了承ください。この場合も診療など病院サービスにおいて

患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 

 



＜問い合わせ・研究への利用を拒否する場合の連絡先＞ 

 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 呼吸器外科 

 氏名：重松 久之 

電話：089-999-1111 

ファックス：089-999-1100 

 

＜研究組織＞ 

主管機関名   岡山大学学術研究院医歯薬学域 呼吸器・乳腺内分泌外科 

研究代表者  岡山大学学術研究医歯薬学域 

       呼吸器・乳腺内分泌外科学分野    教授  豊岡伸一 

 

共同研究機関 (予定) 

山口宇部医療センター 井野川英利 

岡山労災病院  黒﨑 毅史 

愛媛大学医学部附属病院 佐野 由文 

岡山赤十字病院  葉山 牧夫 

岡山医療センター  平見 有二 

三豊総合病院  大塚 智昭 

岡山済生会総合病院 片岡 正文 

岩国医療センター  渡邉 元嗣 

四国がんセンター  重松 久之 

中国中央病院  鷲尾 一浩 

赤穂中央病院  栁沼 裕嗣 

津山中央病院  林 同輔 

尾道市立市民病院  下田 篤史 

福山医療センター  髙橋 健司 

広島市立広島市民病院 藤原 俊哉 

松山市民病院  魚本 昌志 

福山市民病院  室 雅彦 

香川県立中央病院  青江 基 

姫路赤十字病院  田尾 裕之 

香川労災病院  吉川 武志 

島根大学医学部付属病院  山根 正修 

呉共済病院        杉本 龍士郎 

 


